
 クイズの解説 

 第６回 不登校 （2019年9月17日 日本経済新聞掲載） 

 ＜ 正解 Ⅲ  中学生＞ 

 不登校とは、文部科学省の定義によると、「何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背
景により、児童生徒が登校しない、あるいはしたくともできない状況にある為に年間30日以上欠席した者
（ただし病気や経済的理由による者を除く）」とされています。 
 

 また、文部科学省の調査（平成29年度）によると、小学校における不登校生徒数は30,032人（不
登校生徒の割合は1.5%）、そのうち小学1～3年までの低学年が8,843人、小学4～6年の高学年が
26,189人で、中学校では108,999人（同3.2%）です。したがって、答えは「Ⅲ」です。しかも右図に示
すように、小学校から中学校まで学年が上がるにつれて不登校生徒の数が多くなり、中学3年が41,500人
と一番多くなっています。 
 

 同調査では、高校の不登校数も発表されており、高校は49,643人。不登校生徒の割合は1.5%で小
学校と同じくらいで、人数は中学校よりもかなり減少しています。しかしながら、この割合は進学した高校生だ
けを対象としていることに注意が必要です。また、現在の高校は全日制だけでなく、通信制や定時制といった
様々な学校があります。こうしたさまざまな選択肢によって、自分のペースにあった高校を子どもたちが選べるこ
とも考えらます。 
 

＜宇佐美先生のメッセージ＞ 
 

「自分にあった高校がないのか、中学卒業後のさまざまな情報を集めながら、ゆるやかな目線で見守って
あげてください」 

≪ 学年別不登校児童生徒数≫ 

文部科学省「平成29年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について」より 

「健やか情報」ページに戻る トップページに戻る 

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
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